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研究成果の概要（和文）：脳イルージョン療法は、患者に運動や感覚を行うイメージを形成させることによりリハビリ
テーションに役立たせようとする療法であるが、その作用機序は未明のままである。本研究では、代表的な脳イルージ
ョン療法である鏡療法と身体イメージの形成に関わるラバーハンドイルージョンのそれぞれによって大脳皮質に生じる
活性を検索した。その結果、運動機能発現に深く関わるミラーイメージでは運動を司る運動野が、また、認知機能に深
く関わるラバーハンドイルージョンでは前頭前野が、それぞれ活性化した。このことは臨床においては患者の障害に合
わせた特定の脳領域を賦活させるリハビリテーション療法の選択が重要になることを示唆している。

研究成果の概要（英文）：Brain illusion therapy is one of the promising rehabilitation therapeutic interven
tions, however, the neural basis of the therapeutic effect remains unknown. We investigated human brain ac
tivities using magnetoencephalographic recording and functional magnetic resonance imaging when subjects v
iewed the mirror reflection of their own hand holding a pencil and also when subjects felt a rubber hand a
s their own hand. Strong activation was induced in the left primary motor cortex when the subjects viewed 
the mirror reflection of the left hand looking like the right hand whereas the neural activity in the medi
al prefrontal cortex was associated with the illusion of touching their own hand. These findings suggest t
hat specific brain regions are activated during brain illusion: the motor cortex is activated in the readi
ness process for execution such the feeling of hand movement whereas the prefrontal cortex is activated in
 the cognitive process such the feeling of ownership of the hand.
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１．研究開始当初の背景
 脳イルージョンは、脳内に運動や感覚を行
う時のイメージが形成されることをいい、患
者にこの脳イルージョンの形成を促し、リハ
ビリテーションに役立たせよう
が脳イルージョン療法である。この脳イルー
ジョン
されているが
依然解明されていない。
され、確固たる作用理論に立脚したより的確
な療法としての定着が望まれている。
 
２．研究の目的
 私たちは、
覚情報を無意識的に統合することで自己身
体の表現すなわち
このイメージを持つことにより、
私のものであると認識
覚さらには
なる。脳卒中などの脳血管障害をはじめ脳機
能障害を持った患者のリハビリテーション
では、この身体イメージを再獲得することが
機能回復の重要なステップの１つである
考えられ
 本研究では、代表的な脳イルージョンを用
いた療法として知られる鏡療法
体イメージ形成と密接に関わっているラバ
ーハンドイルージョンのそれぞれによって
大脳皮質の
ついて
の療法的効果の神経基盤を考察した
 また、脳イルージョンの神経基盤
にするためには、その機能を担う神経回路を
解析する必
ンレベルで神経回路を解析するための
についても検討することとした。
(1)ミラーイメージ
 鏡治療は、健常な側の上肢を鏡に映して障
害のある側の上肢に重ねて見ることで
１）、障害のある側の上肢の疼痛や運動機能
障害を改善する手法である。その効果は臨床
研究で確認されているものの、錯覚的な視覚
入力が患者の中枢神経系にどのような影響
を与えているのかは不明な部分が多い。
究では、鏡像によってどの
な活動を示し、治療効果を導いているかを明
らかにすることを目的とした。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１．
れ，ボックス上部の開口部から，鉛筆を持った自身の手
を直接に，あるいは鏡に映して見ることができる．この
図では，被験者は鏡に映った左手を右手のように見てい
る． 
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図１．ミラーボックス．被験者は両手をボック
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図では，被験者は鏡に映った左手を右手のように見てい
 

Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）

１．研究開始当初の背景 
脳イルージョンは、脳内に運動や感覚を行
う時のイメージが形成されることをいい、患
者にこの脳イルージョンの形成を促し、リハ
リテーションに役立たせよう
が脳イルージョン療法である。この脳イルー

臨床応用され、その効果が報告
「なぜ効くか」ということは

依然解明されていない。この作用機序が解明
され、確固たる作用理論に立脚したより的確
な療法としての定着が望まれている。

 
経験によって獲得された

覚情報を無意識的に統合することで自己身
体の表現すなわち身体イメージ
このイメージを持つことにより、
私のものであると認識し、適応的な

や行動をとる
なる。脳卒中などの脳血管障害をはじめ脳機
能障害を持った患者のリハビリテーション
では、この身体イメージを再獲得することが
機能回復の重要なステップの１つである

本研究では、代表的な脳イルージョンを用
いた療法として知られる鏡療法
体イメージ形成と密接に関わっているラバ
ーハンドイルージョンのそれぞれによって

どのような活性化が生じるかに
ることにより、脳イルージョン

の療法的効果の神経基盤を考察した
また、脳イルージョンの神経基盤
にするためには、その機能を担う神経回路を

要があると考えられる。ニューロ
ンレベルで神経回路を解析するための
についても検討することとした。
ミラーイメージ（鏡療法）
鏡治療は、健常な側の上肢を鏡に映して障
害のある側の上肢に重ねて見ることで
、障害のある側の上肢の疼痛や運動機能
障害を改善する手法である。その効果は臨床
研究で確認されているものの、錯覚的な視覚
入力が患者の中枢神経系にどのような影響
を与えているのかは不明な部分が多い。
究では、鏡像によってどの脳領域がどのよう
な活動を示し、治療効果を導いているかを明
らかにすることを目的とした。

ミラーボックス．被験者は両手をボック
れ，ボックス上部の開口部から，鉛筆を持った自身の手
を直接に，あるいは鏡に映して見ることができる．この
図では，被験者は鏡に映った左手を右手のように見てい

Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）

脳イルージョンは、脳内に運動や感覚を行
う時のイメージが形成されることをいい、患
者にこの脳イルージョンの形成を促し、リハ
リテーションに役立たせようとする療法
が脳イルージョン療法である。この脳イルー

臨床応用され、その効果が報告
「なぜ効くか」ということは

この作用機序が解明
され、確固たる作用理論に立脚したより的確
な療法としての定着が望まれている。 

経験によって獲得された多種感
覚情報を無意識的に統合することで自己身

身体イメージを得ており、
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